【　心のバリアフリー教室実施プログラム　】
―ステップ３　交流教室②―
■学習の目標「分かる・できる」
相手の気持ちを考えた行動を行うことができる
■時間割　　　
・〇月〇日（〇）（授業は４５分）
※〇時〇分学校に到着予定
	
	クラス
	担任

	２時間目
9:40～10:25
	　１組
　
	Ａ先生

	３時間目
10:45～11:30
	　２組
　
	Ｂ先生

	４時間目
11:35～12:20
	　３組
　
	Ｃ先生


・〇月〇日（〇）（授業は４５分）
※〇時〇分学校に到着予定
	
	クラス
	担任

	２時間目
9:40～10:25
	　４組
　
	Ｄ先生

	３時間目
10:45～11:30
	　５組
　
	Ｅ先生

	４時間目
11:35～12:20
	　６組
　
	Ｆ先生


■実施場所
・特別棟
■持ち物
・実施プログラム・・・・・・・・・１０枚　　※協力者で忘れた方がいた場合の予備
・名札　　　　　　　　　・・・・・人数分　　※子どもたちと名前で呼び合い距離を近くする工夫
・ぞうきん　　　　　　　・・・・・１枚　　　※学校に入る際、車いすの車輪を拭くため
・デジカメ（記録する場合）・・・・・１台
・ビデオカメラ（記録する場合）・・・１台
・三脚（記録する場合）・・・・・・・１脚

■プログラム概要　　　
	プログラム
	内容
	役割り

	自己紹介【5分】
	＜自己紹介＞
本日から参加する方の自己紹介（いる場合）
	【司会進行】

・全体の口火を切る。　

	お楽しみの時間【20分】
	＜みんなでお楽しみの時間＞
障がい特性を理解した上で児童が考えた障がい当事者と一緒に楽しむ遊びやゲームを班ごとに実施。
実施の前に児童たちから工夫した点等を、学習カードステップ３の①、②を元に発表。
	【司会進行】
遊びの前に、全部でいくつ遊びがあるかを児童に確認し、２０分間の大まかな時間配分を全体に共有。

	障がい当事者との対話
【15分】
	＜学習カードの記入＞（10分）
学習カードステップ３の③、遊びをして気づいたことを書こう！を記入する。
＜遊びの振り返り＞（5分）
学習カードステップ３の③を順番に発表する。
	【司会進行】
順番に発表を促す。
【当事者】
発表に対して一言コメント。



	振り返り【5分】


	＜全体の振り返り＞
児童・当事者が感想を述べ、授業全体の振り返りを行う。
茅ヶ崎市にはいろいろな人が住んでいて、同じ人は一人もいない。困ってしまう場面もみんな違う。困りごとをなくしていくためにまずみんなにもできること「声をかけること」。学校やお家の中、まちなかで困っている人を見かけたら声をかけてほしい。
	【司会進行】
児童・当事者から感想を求めながら、授業全体を振り返り、終了のあいさつで授業を終える。



■班編成
・２０２４年〇月〇日（〇）
	
	１班
（視覚）
	２班
（視覚）
	３班
（聴覚）
	４班
（聴覚）
	５班
（肢体）
	６班
（肢体）

	階数
実施場所
	２階
理科室
	２階
算数教室
	３階
視聴覚室
	３階
音楽室
	１階
図工室
	１階
家庭科室

	障がい当事者
	○○
	○○
	○○
	○○
	○○
	○○

	司会進行
	▲１
	▲２
	▲３
	▲４
	▲５
	▲６


※●●はフリー（記録係）
※車いす（12台・社協より貸与）は、家庭科室にある
・２０２４年〇月〇日（〇）
	
	１班
（視覚）
	２班
（視覚）
	３班
（聴覚）
	４班
（聴覚）
	５班
（肢体）
	６班
（肢体）

	階数
実施場所
	２階
理科室
	２階
算数教室
	３階
視聴覚室
	３階
音楽室
	１階
図工室
	１階
家庭科室

	障がい当事者
	●●
	●●
	●●
	●●
	●●
	●●

	司会進行
	▲１
	▲２
	▲３
	▲４
	▲５
	▲６


みんなで楽しむ雰囲気作り。


楽しむことで理解を促進





遊びを通して、困り事も


工夫によって解決できることを理解








困り事は人それぞれ。困っていそうな人がいたら、まずは声をかけてみよう！
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